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ソ ビ エトのレクリエ』ション、制度史、施設経営

はじめに

ソ ビエト社会主義共和国連邦{以下ソビエト)

では、レクリエーションを 19 1 7年のロシア革

命後の社会主義国家建設期に、共産覚と政府の重

要な政策課題の 1っとして位置付けていた。国民

の 教 育手段として義務教育と社会教育を同等に位

憤 付 けているソビエトは、国民の余暇時間のより

u!設的な活用とそのための社会制度を革命後 70 

年 を 脅して般立してきた。特に、ソビエトのレク

リ エ ーション制度と社会教育制度が共産免と労働

組合の協力と援助によって成り立っている点はソ

ビエトのレクリエーションの最も大きな特長であ

る。

これ までの研究のう ち 、 ソ ビ エ ト の 社 会 人 を 対

句としたレクリエーションに|勾する研究は、後回

1)、 111Ylf辺 2)、 J・Tomiak3) R・Kraus4 )ら

の 研 宛に拠るところが大きい。特に、ソビエトの

社会人レクリエーションを成人教育、あるいは学

校外教育の一部として位置付けている点はこれま

での研究の共通とするところである。後回、 Kra

-usは成人教育、学校外教育の成立過程を教育史

の視点 から、解明している。

本研究では、これまでの研究をふまえ、ソビエ

トの勤労者・社会人層 のレ クリ エー ショ ン活 動を

そ支える社会制度の成立過程を新たに政治経済鬼

教育制度史、社会思想史、スポ』ツ史の視点から

考察し、ソビエト史におげる各時代の社会人レク

リエーションの成立 過程と役割について究明しよ

うとするものである。

研究の方法

ソビ エトのレクリエ ← シ ョ ン 制 度 成 立 過 程 を 政

治経済、教育、社会思想、スポーツの面から、次

の 5期に分ける。

第 1期、ロ シア 革命から、新経済政策下まで(1 

917-27)。ポリシエピキの革命政権樹立か

ら、戦時共産主義政策下の内戦を経て、共産免の

政 治 支西日をソビエト全焼に確立する時期。

第 2 期、第 1 次 -~3 次 5 カ年前闘期 (1 9 2 8 
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41-50) 。第 2次世界大戦による国土の荒

廃後、国家の再鐙とその後のソビエトの政治経

済路線の基本方針が確立された時期。

第 4期、第 5次~第 8次 5カ年計阿期(1 9 5 1 

.... 7 0 )。フルシチョフ改革後、米ソ対立と冷戦

体制下に政治経済、文化、約苧 f!Z術の急進政策

が確立された時期。

第 5期、第 9次~第 12次 5カ年前闘WJ(197

1 - 9 0 )。米ソ 2械化時代の到来、ソビエト国

民生活水準が急速に向上すると同時に、国内政

治経済、文化面のひずみが広大し、 1985年

以来、行政制度、文化面等の改革が広く実施さ

れている。

以下、ソビエトの政治経済、教育制度、スポ

ーツ史に関する文献を諸に、社会人レクリエー

ション制度の成立過程について考察を加える。

考察

第 1期、ロシア革命から、新経済政策下まで

(1917-27) 

191 7年 10月 25日のロシア厳命の結果，、

共産主義政権を目指す人民養員政府が樹立され

た。この人民政府はヨーロツパで最も社会、政

治、経済、さらに国民教育の遅くれた国の支配

を 受継 ぐこ とと なっ た。 1917年末から 19 

2 2年までの約 4年間は共 A免 が 実 権 を 握 っ た

ロシア社会主義共和国とその周辺の共和国に残

る旧情政箪との内戦状態が続いていた。その後、

ソビエトの政治が安定し、経済が順調に成長す

る の は 19 2 8年の第 1'tJ<経済 5カ年計岡実施

後のことである。 19 1 8年教育人民委員部は

9年制の無償義務教育制度を決議した。さらに、

1 9 1 7年教育人民委員部学校外教育部長に就

任したクループスカヤは、学校外教育施設の充

実に努め、 19 1 9年 3月には校外教育の施設

として図害館、成入学校、人民宮殿、限聞館、

劇場を位置付けた 5)。

1 9 1 8年の決定に従い無償義務教育の実施

に努めたが、第 1次大戦、革命、そして西津諸

- 4 2)。経済 5カ年言f闘の実施によって、計図 国の干渉によって疲燃し、さらに、園内産業と

経済体制 を 確 立 、 工 業国へと発展すると同時に、 農業の不振による国家経済の伸悩みは理怨主持

教育制度を確立し、さらに、共産主義思想の普及 的な無償教育制度の実施を不可能とし、共庵主

と 徹底が前られた時期 。 義教育制度の基本原則、無償義務教育制度は 1

第 3期、第 2次大戦と第 4次 5カ年計菌l期 (19 923年に撤回された。この結果、有料の義務
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教育に参加できない児抵のための社会教育施設が

共 産免とコムソモールの青年労働者、芸術家、高

等教育機関 の研究者の手によって創設された。ピ

オネ ー ル 日殿、少年技術者ステーション等のこれ

らの施殺は合ー業-工J:Ihと労働組合の援助によって

急速に??及 した。ー方、成入学校、人民宮殿等で

も多 く の 芸術家、研究者、熟練労問者のボランテ

イアによる指導力t行われ、社会人、青年労働者の

教育 水 準 の向上に貢献した。これらの施設はこの

後 、社会人 の余版活 f仰の揚として確立して行くこ

ととなった 。スポ』ツは革命直後、軍事訓練の手

段と見なされていたが、 19 2 0年代に入ると余

カ養成の義務化)は社会人の余暇活動を利用して

の体力作りの動機付けとなった。同年のスポーツ

マス タ F 制度の制定は、産業別労働組合が組織す

る任意スポーツ団体聞の鍛争を促進させた。同体

は惚れたスポーツマンの発掘と恭成に力を入れ、

1 9 3 4年青少年スポ←ツ専門学校を i役立し、主11

合員の子弟の中からも優れた資質を持った者を選

ぴ教育を始めた。この後、社会人の余暇活動の組

織 と し て 成 立 し た 労 働 組 合 系 の 任 意 ス ポ ー ツ 同 体

は ソビエトのチャンピオンスポーツの鶏鍛として

の役割を果すこととなった。}方、 1940fl::に

は、国民の文化活動と教化を目指す「文化教育事

阪の .11嬰 fよ活 lfilJと見なされるようになった。また、 業 J誌 が 発 刊 さ れ た 。

11<1民の 休 息の揚として 1928年「文化と休息の

公 闘 jが創設され、さらに、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 文 第 3期、;;g2次大戦と第 4次 5カ年計間期

化クラブが組織され、国 1¥¥の余暇活初の裳礎が築 (1941-50) 
カ)fl，t，こ。

第 2刻、 第 1tx-第 3次 5カ年計図期(1 9 2 

8 - 4 2) 

1 928年、第 1次経済 5カ年計闘が実臆され

た。第 3次言f闘が完了するまでの 15年間、ソビ

エトは農業国から、工業国への脱皮を計り、工業

経済機構の改革そ強力に抑し進めた。さらに、優

秀な労働者投成の~;~礎となる校育制度の改革に替

手した。 19 3 0年、共産生省は 19 30-3 1学

年度から初等義務教育を無償とする決定 6)を行

った。この結 果、 ロシ ア革命以来 13年を経て、

初めてソビエトは教育の 機会平等を確立した。一

方、ピオネ ール宮殿等の施設での教育活動は義務

教育を補助する課外教育制度として発展して行く

こととなった。当時、経 済 5カ年計聞の短期遂行

のため、合 .業・工場には 突 甥 隊 が 組 織 さ れ 、 重 労

働が課された。第 1次、第 2次計画は共に 4年 3

カ月で完了した。この時期ノルマ遂行の社会主義

競争が強化 され、翠労働に疲れた勤労者の余暇活

動と休息が ffi要な問題となった。文化活動予算は

鍔 1次計間期に 240億ルーブルであったものが

第 2次計悶では 1100億ルーブルに糟加され、

休息の家、 サナトリュウ ム、文化の家、文化宮殿

等のm設 が精殺された。

193 0年ロシア共和国教育人民委員都大衆事

業委員長と なったクループスカヤは、社会人の余

暇活動と成人教育の合体を目指す制度作りを主張

し た 7) 01930年に成立した全ソ連邦体育協

i務会は企業と官庁に織揚毎のスポ←ツクラブを組

織させた。スポーツは 5カ 年 計 図 の 遂 行 に 疲 弊 し

た 国民の余暇活動の中心と成り、職場チーム対抗

鼠 合は職場 の 団 結 を 強 化 することとなった。

193 4年 に 制 定 さ れ たゲ』テーオー制度{体

1 9 4 1年 6月に始まった m2次大戦はソビエ

ト全土に 2000万人以上の戦死者を出し、 7万

以上の 都 市 と 町 が 破 壊 さ れ た 。 大 戦 中 、 学 校 は 農

村へ 疎開し、企業・工場の疎開とともに、スポー

ツクラブは労働者、住民の箪事訓練を行った。 1

945年、第 2次大戦の終結を前に、戦後の国土

再建計画が立案されていた。この年 2月 6日、ロ

シア共和国並びに構成共和国の閣僚会議附属文化

教育施設事業委員会設債を決定、社会教育ぎJ~誌を

蜜要政策課題とした。翌 19 4 6年、第 4tx5カ

年計画が開始され、国土の再建が持手された。労

働考 の 文 化 水 準 と 物 質 的 福 祉 事 業 の 大 幅 な 引 き 上

げが計画され、 1947年 7月任意社会組織「ソ

連邦政治・糾学知識普及協会 Jが創設され、社会

人の 知 的 な 余 暇 活 動 の 実 縮 基 盤 と な っ た 。 図 土 再

建に向げての 5カ年計図遂行のノルマ遂行 jo'lllfiJJの

申で、スポ F ツクラブと文化宮殿での活動は労働

者の数少ない余暇活動となった。 5カ年計廊の遂

行 のため、競争の原因が社会主義競争として湾入

された。優秀な成績を治めた者には名誉という代

償が与えられ、新聞、工場、町角に顔写真が飾ら

れ、名普のメダルが授与され、職揚や町の英般に

塁き ら れ た 。 物 質 、 食 併 と も に 貧 窮 し た ソ ビ エ ト に

とって名誉こそが最も安価で、効果的なアメであ

った 。 正 に 、 経 済 5カ年前聞というムチと名脅と

いうアメを使い、国民を果ることのない社会主義

競争に駆立てた。スポーツと余暇活動は璽労動と

ノルマに追われた国民にとって、その活力を克電

ずる揚となり、職場毎に組織されたスポーツクラ

ブの対抗試合は職場の志気を高め、団結を固める

重要な手段となっていったと推測する。

共産免と政府の 19 4 9年スポ』ツマスター制

度実施決議。つづいて、 19 4 8年ソビエト選手

による各種競授の世界選手権獲得の決議によって
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労働者・社会人の余暇活動の揚であったスポ F ツ

クラブは競妓スポーツ振興の役割を飼うこととな

っ7こ。

ffi4期、第 5次--~，お 8 次 5 力作言1" @j J切 (19 5 

1 - 7 0) 

第 5次、第 6次 5カ 年 計 図 は 国 民 経 済 の 発 展 を

目指し、 m工業部門の発達が最優先とされた。さ

らに、 g~ 業生産の閉加が言「られた。教育の分野で

は中等教育、同等教育への進学を増やし、斜学教

717を拡大した。技術革新が進み、震工業生産が増

加Iし、第 7次、第 8次 5カ年計匝IjJ!ljにはソビエト

はアメリ カ と 並 ぶ 大 国へと成長した。

1 951年ソ 連 邦 労働組合中央委員会は、増加

したクラブ活動の交部と普及を目指し、雑誌 fク

ラブ 」を創刊した。 19 5 3年 3月 15日ソ連邦

文化省を設町、文化宮 殿、文化の家宅苧を管室E下に

tnいた。

1952floヘルシンキオリンピックに初参加し

たソビエトは健れた成績によって、スポーツ大国

としての地位を築くこととなり、 19 5 3年から

6 4年までスポ』ツ施設用具の年間予算は 160

万ルーブルに述した o 1 9 5 8年、文化宮殿、文

化の家、クラブでの文化教養講座を中心とした新

しい治問 f文化大学 Jが 創設 され た。 その 受講 者

は 1960年には 100万人に淫し 8)、急速に

~l~ ~たした。

1 9 6 2年オリンピ ッ ク の モ ス ク ワ 誘 致 を 決 定

し た ソビエトは、オリンピックでのソビエト選手

の活 VMそ悶威I司錫の手段と位置付け、競技力強化

の同策化 を 進 め た 。 現11労 者の スポ ーツ 活動 の基 盤

であった任 意 ス ポ ー ツ団体は、余暇活 n切としての

スポーツからよりー府、競技スポーツの揚へと体

質を改め ら れ て い っ た。この反動として文化宮殿、

文 化 の家、人民大学で実施されるスポーツ以外の

余暇活動の人気は急速に ~fli まった。 1 9 6 3年、

「ソ述邦知識協会Jが投立され、講座を中心とし

た余暇匹'ijfil} の j !I~ ~~2t と講師の派 i丘を組織的に行うよ

う に なった。以上の点から、今日のソビエトの余

暇活動 の制度は 1960年代末までに完成したと

鍛察する。

第 5J則、第 9i':7(-mI2次 5カ年計岡!切(1 9 
71-90) 

第 24回共路銘大会は第 9次 5カ年計画の課題

を ~t" j1TI力の効率化、斜与技術の進渉と労働生産性

の向1::を:七合にして、由民の物質的文化的生活水

mの大師な向1::を計ることであるとした c 1 9 7 
2年の米国ニクソン大統仰のモスクワ訪門を皮切

りに 米ソ関係は改汚さ れ た 。 19 7 4年にはソピ

エ ト は 石 油 援 出 量 世 界 1位となり、 lヨ内経済も改

脅された。続く第 10次、第 11次 5カ年計 IiNで

も国内経済の改誇が進み、同民の生活水準の向上

に 努 め る 方 針 ・ が 決 め ら れ た 。 特 に 、 1967年か

ら実施された週休 2日制はソビエト|可 J(;の ll'.i'1iに

影智を与え、余暇活jdi)}の計四ijrJ<]な 1，11I日が II~ 胞とな

っ7こ。

1 9 7 4年間際オリンピック委口会はモスクワ

オリンピック開催を決定、 1980年の念願のオ

リンピック H月催に向け、ソビエト全土で競技Jii!jfr~ 

の売とだと競技力の強化が進められた。 1977$

1 0月、新ソ連邦滋法が公布され、第 7策、第 4

1条「ソ連邦の市民は休息の権利を持つ j では

「この権利は労相両者及び職員のための週 41時間

労働、}遂の町民N!と廃業における '"W縮労働日、夜

間作業時間の短縮、年次有給休暇と毎週の休息日

の設定、並びに文化事攻守胞抑と保/，n!jffi設車問の拡大、

大 衆 的 な ス ポ ー ツ 、 体 育 、 観 光 旅 行 の 玲 展 、 居 住

地における休息のためのめぐまれた可能性とその

他の余暇の合理的利用のための条件の創設によっ

て保証される J 9) とソビエト国民の余暇活動の

権利を再認識した。

1 9 8 1年第 11次 5カ年計画が実施された。

国民経済の発展とともに、国民の余暇沼市11と根興

が遺視された 1 0) 。一方、対ポ』ランド政策の

強化などがら米ソ関係は悪化した。

198 5年、ゴルバチョフ新舎記長の指導の下

第 12次 5カ年計阿が実施された。これまでの国

内政策に対する反問の高まりに対して、ペレスト

ロイカ{立て直し)路線を明らかにし、政治経済

政策の公聞をその基本方針として、国内政治の改

革に替手した。教育、スポーツ、余暇活動の分野

で も 改 革 は 進 め ら れ て い る 。 勤 労 者 の 休 息 の 諸 条

件の改誇のため社会消脅基金を 2倍に引き上げ、

国民の健康とレクリエーションに関して保健機関、

サナトリュウム、休息の家、ペンション、旅行nrn

殺 の 組 織 網 の 充 実 と こ れ ら の 施 設 の サ ー ビ ス の 向

上を行っている。文化活動へのサービスも向!二さ

せるため劇場、映 tlJl館 、 博 物 館 、 サ ← カ ス 興 業 、

コンサートホール、児童音楽美術'学校網を鉱大レ、

地主義住民の余暇活動サークル、クラブへのサービ

スの向上に努めている。これは 5カ年計闘の遂行

を信者先した結果、その軍事容として、民の低下を導

いたことが大きな問題となっていた。改革では余

暇活動も実質的な貿の向上を ffi視 し て い る 点 が 特

長である。この様な余暇活動の改善と並び、スポ

ーツ活動の基盤であった任意スポーツ団体{1 9 

8 8年任君主体育スポーツ団体と改称)の機m、行

盟運営制度の改革が進められている。この様にソ

ビエトのレクリエーションはスポーツ等の身体活
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動、 そ れ に文化宮殿、人民大学等の文化活動があ 注記・引用文献

り、現在、これらのレクリエーション施設の運営 1) 10シ ア ・ ソ ビ エ ト 教 育 史 2J 

と智朗面に改革が加えられている。 2)r.Jピエト教育制度郷謝

P8 4 

P2 0 3 

まとめ

ソ ビエトの社会人レクリエーション制度を成人

教育、学校 外教育の成立渦程の上においてのみ位

m付げるのではなく、政治経済史を中心としたソ

ビエ ト 史 全般の中で、レクリエ』ションがどのよ

うに位関付けられ、形成されたのかを検討しよう

と読みた。

3 )励。rld Ed uca ti on 
Soviet UninnJ 

4) rRecreation and 

Mod e r n Soci etyJ 

5 )励。rld Education 
Soviet Un i onJ 

6) I官。rld Education 
Soviet UnionJ 

Series The 

lcisure i n P9 1 

Series The P 1 7 

Series The P2 1 

この結果、ソビエトの社会人レクリエーション nrロシア・ソビエト教育史 2J P9 7 

制度の J，1;/i警は、余暇活動として従来形成されたの 8) rロシア・ソビエト教育史 2J P213 

ではなく、 19 2 0年代 の悶土開発期に、勤労者 9) rソビエト社会主義共和関連邦愈以 P 1 1 

の技能訓練と教育水準の向上のために共産先、労 基本法 j

働組合が実路した職業技能講習の活動が社会人レ 1 0) r現代ソビエト教育学大系、 P2 1 3 

クリ エ 』 ション制度と位霞付けられ、その基礎と 教 育 制 度 の 現 状 と 課 題J

なったと考 える。 20年 代の職掲スポーツクラブ

は 、 当初、勤労者の余暇活動としてよりも、スポ

』ツを利用して勤労者の団結、職場意識の向上を

目指し、最終的には 5カ年計図の遂行の円滑化を

目的としたものだった。この後、 1928年より

経済 5カ年計闘が開始され、社会主義競争とよば

れるノルマ遂行運動の中で、必働者の余暇活動が

if ¥視 さ れるようになり、スポーツは勤労者、社会

人のレ クリエーション活動 の 中 心 と な っ て い つ む

労働組合の資金を基に組 織 さ れ た 任 意 ス ポ F ツ

間体は、 19 3 4年のゲ』テーオー制度、スポ』

ツマスタ』制度制定をきっかけに、競技力向上政

策へ転換した。この決果、 1930年代を通して

競筏 ス ポ ーツは社会人レクリエ』ションの中心と

して の 地 位を弱めた。}方、スポーツ活動への傾

倒に対し、文化活動を中 心とした社会制度と組織

が相次 いで確立されていった。これらの点から、

ソビ エ ト の社会人レクリエーション制度の基礎は

194 0年までに完成されていたと考える。第 2

次大戦後の 米ソ対立の国 際政治の構図の申で、社

会 人レクリエーションに tj1;般を持つ労働組合のス

ポー ツ 間 体は、ソビエトの悶威高揚政策に組込ま

れていった。以上のことから、ソビエトの社会人

レクリエーシ ョ ン 制 度 は 19 6 0年代前半に完成

したと 推測する。

このように、ソビエトの社会人レクリエーショ

ン制度は、ソビエト史の中で、政治経済政策と密

接 に結びつ い て 確 立 さ れ てきたことが政治経済奥、

教育制度史、社会思想史、スポ F ツ史の漏れの申

に 指掃する こ と が で き る 。
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